
 

 

 

 

 

２００７年１０月１５日発行 

 

支部長から  萩原 利宥（土木４５） 

日頃からの皆様方のご理解､ご協力に対してお礼申し上げます。 

国内では公共事業の減少もあり景気回復の兆しは今だ見えませんが、その分、海外に活躍

の場を求めて多くの企業が進出しているという話を耳にします。談合決別問題に続いて、建設業

界の国際化は生き残るためには避けて通れない問題です。技術者としては、技術的解決力はも

ちろんですが、今後は国際的な感覚が一層大切になることは言うまでもありません。個人個人

が鋭意努力すると同時に、同窓会というしがらみのない組織において、経験者を中心としたコミ

ニュケーションネットワークの構築が重要になってくるものと考えています。 

今回、小グループでの懇親会にも補助金を支出することになりました。財政的には厳しい状況ですが、これにより同窓

会が一層身近なものとなって欲しいと期待しています。遠慮なく利用してください。 

また、新しい役員の選任に際しては、有次前幹事長に御苦労をかけました。交代する有次前幹事長はじめ、鈴木、渡辺、

汐崎、藤本の旧幹事の方々大変お疲れ様でした。今後とも、新しい役員一丸となって盛り上げていきますので、ご協力を

よろしくお願い致します。 

平成19年度支部総会の報告 

平成１９年度支部総会「ＯＨ！海土 再スタート総会」が、７月２１日（土）、田町のキャンパスイノベーションセンターにお

いて、愛媛大学から中村孝幸先生（土木４６年卒）を迎えて開催されました。今回は中村研究室の卒業生を中心に若い

方々が多く参加し、盛り上がった総会になりました。 

総会では、新旧役員の交代が承認され、新しい役員で気持を新にして再スタートをすることになりました。旧役員の方々、

大変御苦労様でした。また、親睦を一層深めるために、従来からのゴルフ大会やレクリエーション大会に加えて、小グルー

プでの懇親会にも補助金を支出することが新しく認められました。 

総会後、「波エネルギーの利用を含む多機能型防波堤の開発」と題して、中村先生の講演が行われました。現在、中村

先生は波浪制御構造物の研究では日本を代表する研究者の一人であり、波浪制御構造物研究に対する最先端の一部を

紹介していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会に引き続き、中村先生以下約３０名のご参加を得て JR 田町駅前居酒屋「藩」に於いて恒例の懇親会が盛大に催さ

れました。乾杯、歓談の後、来賓ご挨拶に続いて初参加の若手メンバーや久方振りの皆様方に一人一言の形で簡単なス

ピーチを頂きました。総会でのやや硬い雰囲気は何処かに吹き飛び、新役員紹介の頃にはビール、お酒、ワインと飲み放

題を全員堪能し、ロレツが回らない程でした。２時間の宴会もあっという間に過ぎ和やかな雰囲気の中でお開きとなりまし

た。次回は来年の話になって鬼が笑いますが、初笑い新年会が待っています。皆さんで大いに飲み明かしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

  

編集 薦田 光郎（幹事長/土木 52）

    石原 正人（企画  /土木 54）

    香川 涼子（企画  /環建 14）
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平成19年度本部総会の報告 

平成１９年８月２５日（土）、松山の愛媛大学職員会館（朋友会館）において平成１９年度愛媛大学土木海洋会本部総会

が開催され、関東支部からは支部長の萩原と幹事長の薦田が出席しました。 

今回の総会では役員の交代があり、新会長に石井敏量（土木４５年卒）氏が、幹事長に畑田佳男（海洋５５年卒）氏が選

出されました。また、会員からの年会費の落込みが激しく（特に若い卒業生ほど未納者が多い）、本部の財政が非常に厳

しい状況になりつつあること等が報告されました。 

 

 

 

 

 

 

 

校友会・工業会便り 

愛媛大学校友会東京支部の設立総会が、７月１日(日)午後１時から田町のキャンパスイノベーションセンターにて、各学

部同窓会員や退職教員の会等からなる在京の校友会会員約 80 名と、「森本惇」校友会会長、「小松正幸」学長、及び工

学・法文・農学・理学・教育の学部長等が出席して開かれました。高崎泰典氏（文理卒）を初代支部長とする支部の役員と

活動方針が承認され、本学教育学部ご卒業で本年 3 月に真打ちになられた山口直樹氏「芸名：古今亭菊志ん（きくしん）」

の落語を楽しんだ後、懇親の場が持たれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

★秋レク バーベキュー大会 ・・・・・ １０月２７日（土） ソレイユの丘（横須賀市） 
三浦半島の先端でバーベキュー食べる会を計画しました。“おみやげ”も準備しています。家族サ

ービスの一環として、気分転換として、広々とした草原の中で秋の味覚を一緒に楽しみませんか。 

ご家族おそろいでの参加をお待ちしております！ 

 [連絡・問合せ先]  

香川涼子（環建１４）  TEL：090-6432-3610  kagawa@heiwa-mq.co.jp  

石原正人（土木５４）  TEL：090-5195-3058  m-ishihara@suncoh.co.jp 

★OH！海土懇親ゴルフ大会 ・・・・・ 延期になりました。 
１１月３日開催予定の１６回クラブ OH 海土ゴルフ大会は、諸般の事情により来春まで延期する事になりましたのでお知

らせします。次回も同様に山梨の勝沼ゴルフコースで開催を計画致しますので、宜しくお願い申し上げます。 

[連絡・問合せ先]  

黒坂佳司（海洋５７）  TEL：090-6175-9184  kurosaka@mes.co.jp 

 

 

 

【工業会からのご案内】 

来る１０月１９日(金) 午後５時からグランドヒル市ヶ

谷（３F 真珠の間）に於いて、愛媛大学工業会東京支

部（赤枝忠義支部長）の総会と懇親会、情報工学科の

重松教授による「他人脳との付き合い方」という講演が

予定されています。ご都合の良い方はご参集頂けれ

ばと思います。 

ご参考 

校友会は本学の学部を超えた同窓会で、平成１６年 

に設立されたものです。また、工業会は工学部の全学科の同窓

会です。私たちの土木海洋会関東支部は、形式的には校友会

東京支部や工業会東京支部に属する同窓会となりますが 

これら両支部とは独立した形で運営されています。 
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お便りの紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CIC の職員紹介 

キャンパスイノベーションセンター（ＣＩＣ）は、ＪＲ田町駅前の東京工業大学敷地内の一角にある真新しいビルの中に有り、

約１５の地方国立大学が東京事務所を開設しています。 

愛媛大学サテライトオフィス東京もこのＣＩＣに３年半前から入居していますが、職員の方が本年４月に異動になり、新た

に所長の岡部先生と斉藤さんのお二人が赴任されています。 

◇岡部永年先生（機械工学、名誉教授）・・東芝から愛大教授に転出された気さくで親切な先生です。 

◇斎藤照子さん（オフィスエディター）・・いつも明るく事務全般を取り仕切り我々も大変お世話になっています。 

皆さんも近くに行かれた時や大学について何かお聞きしたい場合などは一度立ち寄ってみて下さい。 

新役員紹介  幹事長 薦田 光郎（土木５２） 

今年は幹事入れ替わりの年回りだったようで、大幅にメンバーが入れ替わりました。私も

同窓会への参加自体日が浅く不慣れですが、新幹事長として有次前幹事長から引継ぎまし

たので宜しくお願い致します。 

幹事には、留任の香川さん他、新たに会計の鈴木（悟）君と広報の玉井さん、さらに 7/21

の総会には間に合わなかったのですが企画の石原君が加わり、比較的フレッシュなメンバ

ーで頑張りますので、皆さんのご支援、ご協力を何卒宜しくお願い致します。 

 ご参考ながら、歴代の役員・幹事の皆様を一覧表に取り纏めましたので、別紙添付資料

をご覧下さい。（ご担当年代など何か御座いましたら薦田まで連絡頂けますと幸いです。） 

☆新しく幹事として加わりました。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

来年の話ですが、新年会のお知らせ 

来年の話になりますが、土木海洋会関東支部の新年会を２００８年１月１９日（土）に開催しますの

で、皆様におかれましてはスケジュールの確保をお願い致します。詳細は別途ご案内申し上げます

が、就職活動の学生（昨年実績：約７０名）との交流会も予定しておりますので、是非ご参加下さい。 

左から、幹事長：薦田 

会計：鈴木、広報：玉井

企画：石原 正人（土木54） 

サンコーコンサルタント(株) 

気がつけば東京に２５年も住んでおります

が、田舎者であることは一目瞭然のようで

す。支部の活動に不慣れな事が多いのです

が、よろしくお願い致します。 

会計：鈴木 悟（土木元） 

四国旅客鉄道(株) （東京在勤） 

上京して約１年半が過ぎましたが、四国のの

んびりとした良さが身にしみている今日この

頃です。松山を含めて四国のよさをＰＲでき

ればいいなと思っています。 

☆サウジから 三井造船（株） 奥山 裕史（土木４） 

プラント建設のField Engineer としてサウジアラビアに赴任しております。9 月も下

旬となると厳しい暑さもやっと和らいできました。 

建設場所は、気候が温暖といわれている西海岸 Rabigh（ラービグ）です。事務所

からほんの数百メートル先に紅海を見渡すことができます。プラント施設内で生活し

ておりますので、フェンス越しに観る紅海の夕日や満月に心を癒されます。現在サ

ウジではラマダン期間中ですが、受電に向けて Building を主担当で奮闘しておりま

す。サウジより皆様のご健勝を祈念しております。 

☆大阪から (株)森組 大畠 晃（土木５４）

今年の 2/1 付けで、東京から大阪に異動となり

７ヶ月余り経過しております。東京在住時には、

有次先輩（空手部の先輩）に大変お世話になり、

東京の支部会にも参加させてもらっていました。

今後は、大阪支部会に参加していく予定です。

東京支部会のさらなるご発展を大阪から応援致

します。

☆水島から LPG地下備蓄基地 倉敷施工監理 JV 

馬場 正郎（土木４２） 

平成１５年５月より、単身で水島の方に赴任しておりま

す。現在は 「 LPG 地下備蓄 倉敷基地 」（独立行政法人

石油天然ガス・金属鉱物資源機構 発注）で施工監理の業

務に携わっております。完成予定は平成２４年７月の予定で

す。なかなか帰宅できず、月に一回は帰らなくてはと思って

毎日を送っております。皆様方に宜しくお伝へ下さい。 

広報：玉井 秀子（環建14） 

東京海上日動ファシリティーズ(株) 

楽しかった大学生活を同じように過ごし

た皆様と、時を経て年代を越えてお会いで

きるって素敵なことですよね。皆様の橋渡

しができればいいなと思っています。 
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